



















































Development of Musical Expression Skills Aiming to Enhance the Quality
of Preschool Education
― A Study of Piano Teaching Method with the Use of “BEYER VORSCHULE IM




































































































































●第 12 － 13 小節
・右手は第 10 － 11 小節と全く同じように弾いて
いる。



































































































































●第 29 － 32 小節
・第 25 － 28 小節と全く同じように単調に弾いて
いる。
第 25 － 28 小節と全く同じことが繰り返される
ため、例えば第 29 － 32 小節は少し音量を落とし、
ピアニッシモのように変化を付けると、より表情
豊かな演奏となる。
















●第 39（第２音目）－ 43 小節（第１音目）
・姿勢が不安定になり体の重心のバランスが崩
れ、円滑に弾けない。





15 － 19 小節より４度高いことから、最後のフォ
ルテは、より緊張を高めて弾くと良い。その他は、
前述の第 15 － 19 小節と同様の弾き方である。
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黒田紀子：幼児教育の充実のための音楽表現力向上を目指して
●第 43（第２音目）－ 48 小節
・第 47 小節の右手の跳躍が間に合わず遅れる。
・第 48 小節の音が短く、無表情な音である。




























































































































(譜例１) 「バイエルピアノ教則本第 104 番」 
        
        
 
黒田紀子 (埼玉東萌短期大学非常勤講師) 
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